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ミャンマー語
日本の－2時間30分
チャット／Kyat
2018年10月～2019年9月の1年間、観光ビザは免除。条件あり
東京－ヤンゴン間に直行便あり（所要約8時間）。
バンコクなどアジアの主要都市を経由する便も多数。
北部は温帯、中南部は熱帯、西部は乾燥帯など地域差がある。
大きく3～5月が暑期、6～10月が雨期、11～2月が乾期。
全般的に日本の夏服でOKだが、乾期の朝晩は冷え込むことが
あるので上着が必要。高原地帯は紫外線対策も必須。

首都 ネーピードー／Nay Pyi Taw

国名 ミャンマー連邦共和国
Republic of the Union of Myanmar

旅の基本情報

ミャンマーミャンマー

11~13世紀に上座部
仏教を礎に繁栄したバ
ガン朝の都。荒野に
2000を超える堂塔伽
藍が残されており、世
界三大仏教遺跡の一
つに数えられる。

バガン／Bagan

ミャンマー最後の王朝であ
るコンバウン朝の都が置か
れた国内第二の都市。旧王
宮や総チーク造りの僧院
など、木造建築の傑作が数
多く残る。

マンダレー
Mandalay

シャン州の高原地帯に位置
する湖水リゾート。冷涼で美
しい自然と、水上に暮らすイ
ンター族の独特の文化に出
会える。

インレー湖／Inle Lake

2006年の遷都まで首都として栄えた国内
最大の都市。英領時代のコロニアル建築が
残る一方、近年は高層ホテルや大型のショッ
ピングセンターも増え、発展著しい。

ヤンゴン／Yangon

ネーピードー



シュエダゴン・パゴダ コロニアル建築 ゴールデンロック

バガン遺跡 ポッパ山

㎞

アマラプラ

㎞

インター族 ミャンマー料理 漆器


